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本論文は、戦前期日本におけるプロレタリア文学運動のなかで激しく議論が交わされたリアリズム
理論について考察し、それが運動を推進する組織論として作家の身体に影響を及ぼす過程について
具体的な作品の分析を通して明らかにするものである。
この組織論は、作品の細部にわたってそのあり方を決定するのみならず、作家本人の身体にも影響
を及ぼし、その社会的なあり方や身の処し方までをきびしく規定していくものであった。個々の作
家は、イデオロギー的に作用するその組織論としてのリアリズムに対し、どのようにその身を処し
ていったのか、またその要請に対し、身体を一致させていく過程で、作家の意識がどのように変容
し、その主体形成に影響を及ぼすのかを、その作家身体および作品が投げ込まれた時空間との関わ
りから解きあかす。
佐多稲子の初期作品「キャラメル工場から」は、商品として資本主義制度の中に位置づけられた一
人の少女の日常を描くことで、マルクスのいう「物象化」の過程を明らかにし、彼女の感情の生成
がそこからの逸脱を可能とすることを示す。しかし、次作の「彼女等の會話」以降、作品の中へ組
織論が導入される過程でその力は失われていくこととなる。
中野重治の初期詩作活動は、文学における「感情」の創出を課題とし、同時代における支配的イデ
オロギーであった「通俗性」と切り結ぶ試みであり、その理論的根拠は、ルカーチや福本和夫のい
う「階級意識」の概念にもとづくものであった。
小林多喜二「党生活者」が持つリアリティの強度を、同時代の作品と比較することにより相対化
し、運動内における作家の個々人の組織論に対する距離を探る。
さらに、運動が崩壊した後に主流的言説となる社会主義リアリズムについて、その理論が持ってい
た限界と可能性について、理論的主導を果たした窪川鶴次郎の評論を中心に考察し、それが昭和十
年代以降における、作家の主体形成の試みにどのような役割を果たしたのかを明らかにする。
以上の考察を通し、本論は作家身体の囲繞し、本論はその意識を貫くイデオロギーから文学作品が
いかに自律し、その「思想」を保つことが可能となるかを問う試みとなる。


